
令和５年 6 月２６日 

 

産学連携学会正会員各位 

 

特定非営利活動法人産学連携学会 

会長 石塚 悟史 

 

令和 5 年 6 月定期総会決議のご通知 

 

拝啓 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。さて、本日開催の標記総会におい

て、下記のとおり承認並びに決議されましたので、ご通知申し上げます。 

 

敬具 

記 

決議事項 

第１号議案：令和 4 年度事業報告 

第２号議案：令和 4 年度決算報告 

第３号議案：令和 5 年度事業計画 

第４号議案：令和 5 年度事業予算計画 

第５号議案：役員改選 

第６号議案：令和５年度表彰者 

 

 

上記の件は、原案どおり可決承認されました。 

 

以上 

 



   特定非営利活動法人 

産学連携学会・定期総会 
 

 

 

令和５年６月総会資料 
 

 

 

【と き】 令和５年６月２６日（月） 

      １５：３０～１７：００ 

 

【ところ】 オンライン会議 

         

 

 

 

 

 

プロメテウスの火 

人類は火とそして知恵を授かり、 

しかし未来を知る能力を失った。 

代わりに得たのは、希望であった。 

今、私たちは破壊と創造の火を燃やす。 

 

 

 

特定非営利活動法人 産学連携学会 

２０２３ 

 



令和 5 年 6 月定期総会 議事資料 

１．日時：令和 5 年６月 26 日（月） １５：３０～１７：００ 

２．場所：オンライン会議 

３．出席者数：正会員総数   人のうち   出席（うち表決委任者   人） 

（定款 第２６条 総会は、正会員総数の３分の１以上の出席がなければ開会すること 

はできない） 

４．議長及び議事録署名人（２名）選任： 

（定款 第２５条 総会の議長は、その総会に出席した正会員の中から選出する） 

議    長             

議事録署名人             

議事録署名人             

５．開会：議長開会宣言 

６．議事： 

第１号議案： 令和４年度事業報告 

○ 大会の開催：令和４年６月２３日～２４日の日程で第２０回大会（熊本大会） 

 を熊本市民会館シアーズホーム夢ホールにて開催した（参加者数２４０名、発表 

件数８４件） 

○ 学会誌の発行：学会誌「産学連携学」第１８巻第２号を令和４年６月３０日に、 

第１９巻第１号を令和４年１２月３１日に発行した（第１８巻第２号より電子 

化） 

○ シンポジウムの開催：令和５年３月１７日に「産学連携学会 ２０２１年度シン 

 ポジウム－アントレプレナーシップが実現する社会課題解決型イノベーション 

－大学発ベンチャーが興す新事業（医療・モビリティ・フードテック・脱炭素等） 

創出」をオンラインにて開催した（参加者：３８０名） 

○ 海外学会との交流：令和５年３月２１日に米沢市置賜文化ホール「伝国の杜」 

及びオンラインにて「第６回日韓ワークショップ プレワークショップ in  

Yamagata」を開催した 

○ ニュースレターの発行：今後のニュースレターの電子化について検討した 

○ メールニュースの発行：第１１５１号～第１２４５号発行（９５回）のメール 

ニュースを全会員に提供した 

○ 各支部活動 

・北海道支部：「第 8 回東日本リエゾンカンフアレンス」の開催（令和４年４月 

２８日：オンライン開催、東北・北関東支部との共催）、「令和４年度第１１回 

道内４高専・道総研工業試験場・北海道科学大学研究交流会」の後援と開催協 

力（令和４年１２月２２日：オンライン開催）、「リエゾン交流セミナー」の開 

催（第 1 回：令和４年１１月２１日、第２回令和５年１月１８日、第３回令和 



５年３月２４日、いずれもオンライン開催） 

・東北・北関東支部：「第 8 回東日本リエゾンカンフアレンス」の開催（令和４ 

年４月２８日：オンライン開催、北海道支部との共催）、「研究会～産学官連携 

における仕組みの在り方を考える～」の開催（令和５年３月２４日：群馬大学 

桐生キャンパス） 

     ・中部・北陸支部：支部活動に関する検討 

・関西・中四国支部：「第１４回研究・事例発表会」の開催（令和４年１２月１ 

日、２日：京都リサーチパーク）（発表：２１件、参加者：４４名） 

・九州支部：セミナー産学連携ネットワーク会議「最新世界半導体技術・産業の 

動向」の開催（令和５年３月１５日：オンライン開催、参加者３６名） 

○ 研究会活動 

・オープンイノベーション研究会：シンポジウムの開催支援（令和５年３月１７ 

日） 

・リサーチ・アドミニストレーション研究会：産学連携学会第２０回大会オーガ 

ナイズドセッション「若手研究者に必要な支援の在り方～産学連携を経験す 

る意義は？～」（令和４年６月２３日：熊本市民会館）、および地域社会実装研 

究会・RA 研究会 合同研究会/交流会（令和４年１１月２２日：オンライン） 

の開催 

・地域社会実装研究会：第８回研究会「メタバースの現状と社会実装」（令和４ 

年８月２２日：オンライン、参加者１４名）、第９回は RA 研究会との合同研 

究会として「産学連携学会の今後の展望」（令和４年１１月２２日：オンライ 

ン、参加者１６名）、第１０回研究会「公立大学の地域連携について」（令和５ 

年３月１日：オンライン、参加者１２名）をそれぞれ開催 

     ・ESD 研究会：研究会活動の検討 

・行動経済学・社会システム研究会：産学連携学会第２０回での発表「地域産学 

官連携を「ヒト」の観点から解き明かす」、研究会活動の紹介（産学連携ジャ 

ーナル Vol.１９ No.２）、研究会会合１０回（４月１４日、５月１２日、７月 

１４日、８月１７日、９月１４日、１０月２６日、１２月１４日、１月１１日、 

２月８日：オンライン、３月８,９日はリアル会合）、サントリー文化財団研究 

助成への申請 

・日韓比較研究会：第６回日韓ワークショップ プレワークショップ in  

Yamagata「日韓それぞれの産学官連携イノベーションの動向」をハイブリッ 

ド開催（令和５年３月２１日：米沢市置賜文化ホール） 

○ 各種イベントや展示会での出展 

・「アグリビジネス創出フェア２０２２」への出展 （令和４年１０月２８日：東 

京ビッグサイト） 



〇 共催事業 

・該当なし 

○ 後援事業 

・「輸出管理 DAY for ACADEMIA２０２２」（輸出管理 DAY for ACADEMIA 

実行委員会主催、令和４年８月５日：上智大学） 

・「アグリビジネス創出フェア２０２２（農林水産省主催、令和４年１０月２６ 

日～２８日：東京ビッグサイト）」 

・「第２２回ビジネスフェア～持続可能な未来へ～」（西武信用金庫主催、令和４ 

年１１月１５日：渋谷ヒカリエ） 

○ 理事会開催：令和４年４月８日、令和４年６月７日、令和４年９月２９日、令 

和４年１２月１５日（全４回） 

 

第２号議案： 令和４年度決算報告 （別紙資料－１・２・３・４・５） 

 

第３号議案： 令和５年度事業計画 

○ 大会の開催 第２１回大会（高知大会）を６月１２日～１３日に開催 

○ 学会誌の発行 「産学連携学」を年２回発行（電子版） 

〇 産学連携学入門の改訂版の検討（電子書籍検討委員会を設置） 

〇 学会 HP のリニューアルを検討 

○ 秋季シンポジウムの開催 

〇 韓国の産学協力学会との連携強化（コロナウィルスの影響を考慮し交流事業を 

検討） 

○ ニュースレター（発行内容及び電子化を検討）、メールニュース（随時）の発行 

○ 各支部活動 

・北海道支部：東北・北関東支部と連携した東日本リエゾンカンファレンスを開

催、産学官連携交流のためのセミナー等の開催、支部 HP 運用 

・東北・北関東支部：北海道支部と連携した東日本リエゾンカンファレンスを開 

催、他地域とのイベントも実施を検討 

     ・中部・北陸支部：幹事会の開催、セミナーもしくはイベントを実施予定 

・関西・中四国支部：令和５年１２月頃に第１５回研究・事例発表会を開催する 

予定（場所：未定）に加え、幹事会（令和５年１２月、令和６年３月）の開催 

を予定 

・九州支部：産学連携ネットワーク会議および幹事会の開催を予定 

○ 研究会活動 

・オープンイノベーション研究会：シンポジウムの開催支援及び連続セミナーの 

開催を予定 



・リサーチ・アドミニストレーション研究会：全国大会におけるオーガナイズド 

セッション（令和５年 6 月１３日）および研究会（令和５年１２月、もしくは 

令和６年２月ごろ：オンライン）を開催予定、研究会幹事会（令和６年２月予 

定）の開催 

・地域社会実装研究会：研究会（３回程度）の開催 

・ESD 研究会：研究会の開催（オンライン） 

・行動経済学・社会システム研究会：月例会合の開催（オンライン）、現地調査 

や対人インタビュー等のフィールド活動の実施を予定 

・日韓比較研究会：韓国産学協力学会とオンライン会議等による連携強化、日韓 

ワークショップの開催を予定（令和５年度秋頃：山形県山形市） 

     ・地域連携教育研究会：研究会（４回：基本オンラインうち１回はリアル）の開 

催、全国大会での発表 

○ 各種イベントや展示会での出展 

 

第４号議案： 令和５年度事業予算計画 （別紙資料－６） 

 

第５号議案： 役員改選 

 任期満了（令和５年６月３０日）に伴い、以下の通り役員を改選する。 

 会 長：石塚悟史（高知大学） 

 副会長：飯田香緒里（東京医科歯科大学）、伊藤慎一（秋田大学）、 

緒方智成（熊本大学）、北村寿宏（島根大学），菅万希子（関西医療大学） 

    理 事：秋丸國廣（愛媛大学）、内島典子（北見工業大学）、 

江田英雄（光産業創成大学院大学）、小野浩幸（山形大学）、 

川名優孝（東海大学）、 

宜保友理子（（株）慶應イノベーション・イニシアティブ）、 

木村尚仁（北海道科学大学）、殿岡裕樹（琉球大学）、 

中田泰子（北陸先端科学技術大学院大学）、永冨太一（香川大学）、 

J. Radhakrishnan Nair（P＆G イノベーション合同会社）、 

馬場大輔（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）、 

馬場智厳（学園前法律事務所）、松本毅（（一社）Japan Innovation Network）、 

山下篤也（国立研究開発法人科学技術振興機構）、 

矢野卓真（名古屋工業大学）、山本一枝（（株）ウェザーコック）、 

吉用武史（高知大学） 

    監 事：木村雅和（静岡大学・静岡理工科大学）、林聖子（亜細亜大学） 

    事務局長：飯田香緒里（東京医科歯科大学） 

 



第６号議案： 令和４年度表彰者 （別紙資料－７） 

 

７．閉会：議長閉会宣言 

議長解任 

 

【令和４年度役員】（令和５年６月２６日時点） 

会 長：石塚悟史（高知大学） 

副会長：飯田香緒里（東京医科歯科大学）、伊藤慎一（秋田大学）、緒方智成（熊本大学）、

北村寿宏（島根大学）、菅万希子（関西医療大学） 

理 事：内島典子（北見工業大学）、内山大史（弘前大学）、江田英雄（光産業創成大学院大

学）、小野浩幸（山形大学）、川名優孝（東海大学）、宜保友理子（（株）慶應イノベーション・

イニシアティブ）、木村尚仁（北海道科学大学）、木村雅和（静岡大学・静岡理工科大学）、

佐藤喜一（国立研究開発法人科学技術振興機構）、永冨太一（香川大学）、J. Radhakrishnan 

Nair（P＆G イノベーション合同会社）、馬場大輔（国立研究開発法人新エネルギー・産業

技術総合開発機構）、松平竹央（知財経営研究社）、松本毅（（一社）Japan Innovation Network）、

矢野卓真（名古屋工業大学）、山本一枝（（株）ウエザーコック）、吉用武史（高知大学） 

 

会長、副会長を加え２３名 

 

監 事：網屋毅之（元宇都宮大学）、林聖子（亜細亜大学） 

               理事  ２３名 

               監事   ２名 

事務局長：飯田香緒里（東京医科歯科大学） 



書式第１３号（法第２８条関係）

2022度　活動計算書（その他事業がない場合）
特定非営利活動法人 産学連携学会

（単位：円）
科 目 金　　額 小計・合計

【Ａ】　経　常　収　益
１　受取会費 5,010,200

入会金 167,000
年会費 4,843,200

２　受取寄附金 1,224,120
受取寄附金 1,224,120

３　受取助成金等 200,000
雑収入 200,000

４　事業収益 1,591,300
研究事業収益 1,054,550
啓発事業収益 360,750
講演・研修事業収益 176,000

５　その他の収益 45
受取利息 45

経　常　収　益　計 8,025,665
【Ｂ】　経　常　費　用

１　事業費
（１）人件費 577,703

謝金 305,353
雑給 272,350

（２）その他経費 3,533,844
消耗品費 31,662
リース料 4,125
旅費交通費 16,190
通信費 31,868
支払手数料 1,249,345
会議費 44,928
外注費 444,220
印刷費 700,126
会場費 877,880
情報交換会費 133,500

事業費計 4,111,547
２　管理費

（１）人件費 0

（２）その他経費 3,569,667
事務用品費 1,036
消耗品費 21,010
租税公課 600
減価償却費 13,620
通信費 321,884
支払手数料 117,453
外注費 3,094,064

管理費計 3,569,667
経　常　費　用　計 7,681,214
当　期　経　常　増　減　額　【Ａ】－【Ｂ】　・・・① 344,451
【Ｃ】　経　常　外　収　益

固定資産売却益
過年度損益修正益

経　常　外　収　益　計 0
【Ｄ】　経　常　外　費　用

固定資産売却損
災害損失
過年度損益修正損

経　常　外　費　用　計 0
当　期　経　常　外　増　減　額　【Ｃ】－【Ｄ】　・・・② 0
税　引　前　当　期　正　味　財　産　増　減　額　①＋②　・・・③ 344,451

法人税、住民税及び事業税　・・・④
前期繰越正味財産額　・・・⑤ 4,093,720

次　期　繰　越　正　味　財　産　額　③－④＋⑤ 4,438,171

別 紙 資 料 １



書式第１５号（法第２８条関係）

2022年度　貸借対照表
特定非営利活動法人　 産学連携学会

（単位：円）
科 目 金　　額 小計・合計

【Ａ】　資　産　の　部
１　流動資産

現金預金 4,532,624
貯蔵品 0
未収金 177,000
仮払金 500,000

流動資産合計　・・・① 5,209,624
２　固定資産

（１）有形固定資産

（２）無形固定資産
商標権 54,480

（３）投資その他の資産
差入元入金 140,000

固定資産合計　・・・② 194,480

【Ａ】資　産　合　計　①＋② 5,404,104

【Ｂ－１】　負　債　の　部
１　事業費流動負債

未払金 911,140
前受金 48,000
預り金 6,793

流動負債合計　・・・③ 965,933
２　固定負債

固定負債合計　・・・④
負　債　合　計　③＋④
【Ｂ－２】　正　味　財　産　の　部

前期繰越正味財産額 4,093,720
当期正味財産増減額 344,451

正　味　財　産　合　計 4,438,171

【Ｂ】　負　債　及　び　正　味　財　産　合　計　【Ｂ－１】＋【Ｂ－２】 5,404,104

別 紙 資 料 ２



 

監査報告書 

 

 

特定非営利活動法人産学連携学会の令和３年度事業報告及び収支決算の状況

を監査しましたところ、適正に処理されていることを認めます。 

 

 

 

 

令和４年５月２６日 

 

特定非営利活動法人 産学連携学会 

監事 

                                印 

 

特定非営利活動法人 産学連携学会 

監事 

                                 印 



別紙資料―６ 

R５年度「特定非営利活動に係る事業会計」予算書 

R５年４月１日から R６年３月３１日まで 

特定非営利活動法人 産学連携学会 

 

収入 

１．会費収入 

会費 4,900,000 

入会金 150,000 5,050,000 

２．事業収入 

研究事業 4,000,000 

啓発事業 300,000 

講演事業 200,000 4,500,000 

当期収入合計（A） 9,550,000 

支出 

事業費 

研究事業 4,000,000 

啓発事業 1,430,000 

講演事業 550,000 5,980,000 

管理費 

事務局委託料 3,090,000 

通信費 340,000 

支払手数料 120,000 

減価償却 20,000 3,570,000 

当期支出合計（B） 9,550,000 

当期収支差額（A）－（B） 0 

前期繰越収支差額（C） 4,438,171 

次期繰越収支差額（A）－（B）＋（C） 4,438,171 

科目 金額（単位：円） 



別紙資料―７ 

令和５年度表彰者 

 

１ 功労賞 

岡崎綾子（帝塚山大学） 氏 

＜推薦理由＞ 

岡崎綾子氏は、産学連携学会地域社会実装研究会設置当初より当研究会の活動支援を多方

面から持続的に支えてきた。産学連携学会研究会の活動資源は限られており、活動の幅を広

げることに工夫が必要である。岡崎氏は、設置時に、ウェブサイト作成方法を学びながら、

費用負担がない形式での研究会のウェブサイトを自ら立ち上げ、現在も管理を行っている。

研究会の名簿管理もしており、開催時の案内や、新しい参加者の名簿追加、開催時の過去参

加者への案内、参加申し込みの受付の仕組み構築と受付業務、開催に際しては、講師やゲス

トスピーカとの連絡、ニュースレター配布手続き、現地開催の場合は会場の手配、受付業務、

設営など、多岐にわたる研究会活動を目立たない部分で支え続けてきた。この支えがあって、

研究会活動が活発に行えたといって過言ではない。 

岡崎氏は、研究者ではなく、大学の事務職員である。研究者は学会への参加は業務の一環

として認められているが、産学連携部門以外に所属する大学事務職員が学会に参加するこ

とは私的な活動となり、参加している数も多くない。岡崎氏は、大学の地域連携活動の重要

性を鑑み、産学連携学会の活動に関心をもった。活動を支える中で研究会に出席する機会を

得ることで、産学連携学を学ぼうとする姿勢は嘆称されるものである。産学連携活動は、産

学連携部門だけではなく、大学全体からの理解と支援を得ていく必要がある。立場を超えた

学びに対する真摯な姿勢と、長期にわたり見えないところで活発な研究会活動を支えてき

たことは、今後の産学連携学会の新しい一つの方向性への展開を示唆するものであること

から、学会全体に功労賞に値すると考え推薦する。 

 

 

２ 論文賞 

 推薦対象の個人または団体  該当なし 

 

 

３ 業績賞 

 推薦対象の個人または団体  該当なし 

 

 

４ 特別賞 

 推薦対象の個人または団体  該当なし 


